
オ
ホ

た
。
子
三
折
製
ぎ
、
綱
紀
に
仕
へ
て
大
政
者
米
四
百
川
・
墓
↓
y
y
ノ
ウ
グ
カ
親
王
様
。

依
を
賜
は
む
、
元
職
七
年
六
十
二
践
を
以
て
夜
。
嫡
オ
ホ
ウ
チ
大
内
付
。
江
沼
郡
奥
山
方
に
臨

男
臨
安
は
、
初
め
一
点
人
扶
持
、
後
に
三
川
討
を
栄
け
、
十
す
る
部
w
m
o

此
の
村
に
郎
社
が
あ
っ
て
、
長
事
の
頃

苧
保
二
年
波
。
そ
の
嫡
男
に
玄
官
級
之
が
あ
っ
て
、
一
大
内
左
京
売
の
郎
た
加
で
あ
る
と
い
ふ
。

十
人
扶
持
を
賜
は
台
、
安
永
二
年
波
o
そ
の
子
に
三
オ
ホ
ウ
チ
ガ
ハ
大
内
川
ガ
テ
江
訓
郡
大
内

折
口
が
あ
り
、
一
一
一
宵
の
子
玄
束
は
後
に
か
引
を
磁
路
と
改
-
領
の
火
焔
山
か
ら
出
で
、
我
符
舗
の
w
m
A円
に
京
っ
て

め

た

。

一

大

増

寺

川

に

A
n
す
る
。

オ
ホ
イ
シ
モ
タ
ノ
ス
ケ
大
石
木
工
助
父
を
零
オ
ホ
ウ
チ
タ
ウ
ゲ
大
内
除
江
沼
郡
大
内
の
邸

奥
軒
と
い
ひ
、
武
磁
八
王
子
に
住
し
て
北
傑
民
政
の
一
帯
か
ら
、
越
前
坂
井
榔
山
竹
川
に
泊
ず
る
峠
。
高
さ

庖
で
あ
っ
た
。
木
工
助
は
天
正
十
八
年
来
っ
て
前

m-
二
九
八
米
。

利
家
に
仕
へ
、
四
円
一
丸
十
一
台
を
党
け
、
臨
長
五
年
八
オ
ホ
ウ
ラ
大
浦
河
北
側
仰
較
対
庄
に
臨
す
る
部

周
大
型
寺
の
役
に
従
う
て
功
が
あ
0
、
流
永
三
年
江

-
w
m
。
明
腿
九
年
十
一
月
十
六
日
附
、
前
丹
後
守
・
魁

州
大
・
律
に
於
い
て
政
。
子
係
制
織
い
で
滞
に
仕
へ
た
。
合
前
守
判
、
錨
・
津
中
務
大
側
溝
聞
の
文
書
に
、
『
知
行
分

オ
ホ
イ
チ
大
市
能
稜
の
古
勝
。
ォ
ホ
チ
と
訓
加
到
凶
れ

M
庄
内
中
大
浦
村
事
、
富
樫
入
選
抑
領
之

ん
だ
の
で
あ
ら
う
。
日
本
後
紀
に
『
大
同
三
年
各
十
・
僚
、
先
-I御
成
敗
之
雌
子
今
鍵
機
云
々
。
』
と
あ
る
。

八
丁
卯
緩
-
一
能
智
.
凶
能
管
榔
越
低
穴
水
協
.
主
郁
二
一
井
.
オ
ホ
Z

ヒ
ロ
カ
タ
大
江
庭
方
家
悦
々
江
沼
郡

大
市
符
野
珠
洲
等
六
筒
際
一
以
-
一
一
千
袈
一
也
o
b
と
あ
る
↑
菅
生
一
台
部
制
祉
の
紳
臓
で
あ
っ
た
o

臆
方
援
は
藤

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
似
芭
は
今
不
明
で
あ
る
。

L

街
。
少
に
し
て
聡
敏
、
性
理
の
摂
を
好
み
、
上
-d
惜し

L
T
H
v
t
 

か
し
飯
能
か
ら
い
へ
ば
、
和
名
抄
に
澗
は
ゆ
る
男
心
て
伊
隙
弔
問
臓
の
門
に
製
び
、
感
成
っ
て
郷
に
踊
っ
た

郷
の
あ
た
り
と
思
は
れ
、
或
は
愉
品
で
あ
ら
う
と
い
後
総
に
病
ん
で
残
し
た
。
年
三
十
六
。

ふ

設

も

あ

る

。

一

オ

ホ

エ

ミ

ヨ

ウ

ジ

ン

大

兄

明

神

加

賀

凶

内

跡

オ
ホ
イ
チ
大
市
能
奥
の
地
で
は
物
資
の
供
給
街
艇
に
、
仁
川
T

二
年
如

M
跡
併
を
従
五
位
上
に
昇
せ

が
一
千
似
で
あ
っ
た
か
ら
、
何
年
秋
吹
の
頃
加
到
・
越
ら
れ
た
と
記
し
て
ゐ
る
大
比
例
跡
は
、
石
川
郡
末
松

巾
の
商
人
が
隊
を
鎚
し
、
愉
品
・
出
来
・
字
削
搾
・
門
-
の
米
松
制
枇
で
あ
る
と
い
ふ
。
明
治
四
十
二
年
附
近

前
・
穴
水
の
順
序
に
、
各
所
七
日
間
昨
の
結
附
を
聞
の
瓶
入
幡
制
祉
を
合
併
し
て
、
枇
脱
を
大
見
入
幡
紳

き
、
之
を
大
山
と
い
う
た
o
h
祉
と
改
め
介
。
こ
の
批
の
手
洗
鉢
は
、
も
と
末
松
の

オ
ホ
イ
ヅ
ミ
シ
ョ
ウ
大
泉
E

J
オ
ホ
ミ
Y
ヨ
.
開
に
在
っ
て
、
既
戸
.bと
縛
し
た
も
の
を
移
し
た
の

ウ

大

桜

町
υ

で
あ
る
0

.石
の
尚
さ
地
上
約
一
米
一
一
、
略
卵
形
で
、

オ
ホ
イ
リ
キ
ノ
ミ
ヨ
ト
大
入
特
命
崇
制
府
筋
.
そ
の
長
怪
約
一
米
入
、
短
径
一
米
五
。
表
両
中
心
か

・
七
の
泉
子
。
古
事
記
に
、
御
由
民
木
人
日
子
印
.
忠
夫
単
一
ら
梢
制
し
た
腕
に
直
径
五
八
線
、
深
さ
一

O
施
、
水

の
御
子
大
入
杵
は
能
殺
の
組
と
あ
る
。
御
民
木
人
日

.. 平
の
底
を
も
っ
穴
が
穿
た
れ
て
ゐ
て
、
培
雄
官
の
心
柱

子

は

崇

姉

夫

長

で

あ

る

o

礎

で

あ

っ

た

も

の

で

あ

る

。
&

I
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晶
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p
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-・圃-

八

オ
ホ
カ
タ
チ
ポ
ウ

4
チ
ョ
ウ
ゲ

y
…
別
に
受
け
て
ゐ
た
o
大
坂
各
陣
の
役
に
十
二
月
四
日

超

玄

。

一

前

川

利

常

の

箪

民

間

丸

に

泊

っ

た

時

、

慣

の

銃

丸

雨

オ
ホ
ガ
タ
マ
大
角
間
鳳
京
都
櫛
陥
庄
に
臨
す
一
一
在
し
、
我
が
鋭
隊
長
大
河
原
助
右
衛
門
亦
之
に
被
れ

る
部
wm
。

一

た

。

四

郎

兵

衛

大

に

償

激

し

、

踏

ん

で

鎚

の

胸

を

叩

オ
ホ
カ
ザ
ヤ
マ
大
鐘
山
石
川
郡
と
越
中
東
堀
一
き
、
域
共
に
呼
ん
で
、
今
の
死
ん
だ
者
は
我
が
矢
で

波
郡
に
跨
る
山
。
高
さ
一
八
二
二
米
。
山
惚
石
英
粗
一
あ
る
か
ら
、
紛
ふ
共
に
坑
泉
に
主
ら
し
め
よ
と
い

商

岩

。

一

ひ

、

亦

銃

丸

に

中

っ

て

命

を

威

し

た

。

利

常

乃

ち

二

・
オ
ホ
ガ
ネ
ド
ゾ
ウ
大
銀
土
蔵
↓
y
y
ド
ゾ
ウ
一
人
の
知
行
合
は
せ
て
入
丙
五
十
石
を
四
郎
兵
術
の
揚

獅

子

土

破

。

一

助

右

衛

門

に

奥

へ

た

が

、

寛

文

十

一

年

残

し

た

時

跡

オ
ホ
ガ
ネ
プ
ギ
ヤ
ウ
大
銀
奉
行
大
銀
土
磁
の
一
円
相
約
者
を
定
め
ず
し
て
断
絶
し
た
。
助
右
衛
門
の

出
納
を
挙
る
も
の
。
其
の
創
置
に
就
い
て
は
詳
か
で
一
子
三
郎
左
衛
門
河
合
氏
を
稽
し
て
浪
人
L
、
そ
の
子

な
い
が
、
寛
文
年
中
板
倉
助
太
夫
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
一
一
助
路
長
践
は
栂
大
棋
に
省
食
L
て
ゐ
た
が
、
元
隊
十

が
始
で
あ
ら
う
。
同
十
一
年
に
は
樫
出
彦
兵
衛
・
.
平
一
一
一
年
務
は
再
び
召
出
L
て
新
知
五
百
.bを
奥
へ
た
。

岡
三
郎
右
衛
門
が
之
に
命
ぜ
ら
れ
た
o
元
隊
三
年
よ
一
オ
ホ
カ
ハ
ラ
ス
ケ
Z

モ
ン
大
河
原
助
右
衛
門

り
は
コ
一
人
充
で
あ
る
が
、
夫
よ
b
多
か
っ
た
こ
と
も
一
初
め
織
間
信
長
に
仕
へ
た
が
、
天
正
十
八
年
来
っ
て

見

え

る

。

一

前

問

利

長

に

仕

へ

、

七

百

.bを
受
け
て
足
鞠
顕
と
な

オ
ホ
カ
ハ
大
川
鹿
島
郡
酒
井
領
の
水
+
窪
谷
一
・
り
、
利
常
の
時
大
坂
冬
の
陣
に
従
ひ
、
十
二
周
回
目

よ
り
流
出
し
、
岡
領
で
邑
知
潟
に
入
る
。
流
樫
四
粁
。
一
員
削
丸
に
向
か
っ
て
討
死
し
た
。
助
右
衛
門
の
交
は

オ
ホ
カ
ハ
大
川
鳳
至
郡
下
町
野
郷
に
鴎
す
る
一
源
五
左
衛
門
と
い
ひ
、
徳
川
家
康
に
仕
へ
た
人
で
あ

部
務
。
天

E
八
年
六
周
朔
景
隆
・
長
時
間
辿
器
の
宛
行
一
る
。

朕
に
大
河
分
と
見
え
る
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
此
村
の
一
オ
ホ
カ
ハ
ラ
ナ
ガ
カ
タ
大
河
原
傭
賢
初
蹄
僻

磁
に
義
経
の
舟
隠
し
と
て
、
奥
知
れ
ぬ
大
綱
あ
り
。
一
徳
。
泊
都
民
一
中
・
弼
左
衛
門
・
八
郎
左
衛
門
。
父
は
入

ご
町
許
b
は
舟
を
さ
し
入
る
L
也
。
そ
れ
よ
り
奥
は
一
郎
左
衛
門
長
博
o
元
隊
十
二
年
治
知
二
一
円
石
を
受
け
、

暗
〈
て
知
れ
ず
。
又
唐
竹
の
御
陵
あ
b
。
御
援
臓
あ
一
亭
保
九
年
大
小
勝
櫛
円
か
ら
次
第
に
昇
逃
L
て
御
小

b
o此
村
は
町
野
川
の
漢
に
あ
れ
ば
大
川
の
名
あ
b
。
一
勝
蹴
に
京
b
、
資
時
七
年
百
五
十
.
討
を
加
へ
、
同
年

川
の
阿
は
曾
々
木
也
。
』
と
あ
る
。
一
十
周
サ
七
日
六
十
六
践
を
以
て
夜

L
た。

オ
ホ
カ
ハ
大
川
・
+
マ
チ
ノ
ガ
ハ
町
野
川
。
一
オ
ホ
カ
ハ
ラ
ナ
ガ
ザ
ダ
大
河
原
長
貞
泊
縛
訂
.

オ
ホ
カ
ハ
バ
タ
大
河
端

J
オ
コ
バ
タ
大
河
一
左
衛
門
。
交
際
太
夫
は
越
前
侯
松
平
努
牒
・
忠
直

端

。

一

等

の

庖

で

あ

っ

た

。

長

点

寛

永

十

三

年

前

閃

光

高

に

オ
ホ
カ
ハ
ベ
日
大
河
縁

J
オ
コ
バ
タ
大
河
一
仕
へ
て
二
百
石
を
受
け
、
御
使
番
・
聞
香
等
に
任
じ
、

端

。

一

天

和

二

年

夜

。

子

探

相

縞

い

で

滞

に

仕

へ

た

。

オ
ホ
カ
ハ
ラ
シ
ロ
ベ

Z

大
河
原
四
郎
兵
衛
助
一
オ
ホ
カ
ハ
ラ
ナ
ガ
ヒ
ロ
夫
河
原
長
博
遁
稿
入

の
弟
で
子
と
な
っ
た
も
の
o
稜
百
五
十
石
を
一
郎
左
衛
門
、
突
は
長
貞
。
実
和
こ
年
越
知
こ
百
石
を

大
垣
内
坊


